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子育て支援研修講座全３回、
家庭教育連続講座全５回を終了しました。 今年度の「子育て支援研修講

座」「家庭教育連続講座」は、１１月１２日（火）をもって計８回の講座を終了いたしました。毎回多くの方が熱心
に参加していただき、知識を得るだけでなく、互いに自分が抱える悩みやうまくいった経験談を交流するなど、活発
で有意義な研修講座となったように思います。毎回新たな気づきがあったり、わかっていたけど実行できていなかっ
た自分に気付かされたり、発想や関わり方をリフレッシュしていただく貴重な機会となったというご意見やご感想が
多く聞かれました。ぜひ、子育てや家庭教育に限らず、今後の感じ方や考え方に活かしていただければと思います。

子育て支援研修講座 家 庭 教 育 連 続 講 座
③ １０月１７日（木） ③ ９月１０日（火） ④ １０月８日（火） ⑤１１月１２日（火）
講師：新山 君代 さん 講師：松原 利子 さん 講師：山下 裕子 さん 講師：山下 裕子 さん

ビジョン

トレーニン

グの方法を

実際に体験

したり、子

どもがプレ

ッシャーを 「揺れながら成長する心」

与えられる 子どもと目線を合わせ、 全てに援助するのでなく、 というテーマで思春期に関

ことの辛さ 話を最後まで聞くことや共 自分でできることは、見守 する講座でした。反抗期な

について学 感することを心がけ、親も り、時には我慢させること ども成長の証です。子ども

んだりしたことによって、今後の 自分が頑張っていることに も必要。また、大人として の想いに寄り添い、黙って

子どもとの関わりについて考え直 対し、自分をほめることや 周囲の人を「立てる」こと 見守り、子どもを信じて待

すきっかけとなることも多かった 「失敗もＯＫ」など心の余 や、「背中を見せる」ことの つことの大切さを話してく

ようです。 裕の必要性を知りました。 大切さも学びました。 ださいました。

名張市小中学校音楽会
１０月、１１月の２回にわたり、小中音楽会が行われました。心地よい緊張感の中で、小学校も中学校も、それぞ

れの学校がしっかりと練習の成果を発揮することができたように思います。同時に、教室や体育館とは違う、特別な
ステージで、多くの人の前で歌うという経験は、本当に良い思い出となり、今後いろいろな活動や取組をしていく上
での自信にもつながったのではないでしょうか。１人ひとりが精一杯やる、そのエネルギーをなかまとともに結集す
る、その達成感や連帯感をこれからもいろいろな場面で活かしていってほしいと思います。

小学校の部 １０月２５日（金） ・中学校の部 １１月７日（木）

小学校の部では、午
前も午後も終始感動
する歌声が聴かれま
した。どの学校も人
数の違いはあるもの
の、それぞれの個性
を活かし、合唱だけ
でなく、太鼓やリコ

ーダーの合奏など、一生懸命に演奏できました。
また、聴く態度も「さすが５年生」といった感じで、し

っかり各校の演奏を聴き、大きな拍手で互いを讃え合う姿
は、音楽会全体の雰囲気を一層素晴らしいものにしてくれ
たように思います。この音楽会を観ていると、５年生の人
たちは高学年として日常的にそれそれの学校で良いお手本
となり、リーダーシップを発揮しているのだという確信を
もつことができました。

小学校全体合唱
中学校の部では、中学３年生らしい迫力で、５校それ

ぞれが練習の成果を発揮しました。最初の上島教育長
の言葉にもあったように、「中3になって初めて市内の

同級生全員と同じ時間・場
所を過ごす」機会でもあり、
互いの合唱を非常に興味深
く見入る様子がうかがえま
した。卒業式まであとわず
かとなり、３年間または９
年間を共に過ごした仲間た
ちとの繋がりを感じなが

ら、本当に気持ちのこもった素晴らしい合唱となりま
した。卒業式でも、今日の経験を生かし、各校に自分
たちのを気持ちのこもった歌声を残してくれるものと
期待します。

中学校全体合唱



さあ、君もチャレンジだ！ 大人もチャレンジ！

算数パズル ９月２１日（土）

は、いろいろな計算の仕方や図形
などを使ったクイズに挑戦しまし
た。大人でもなかなか解けない問
題があったり、「そんな方法で計算
ができたのか」などの発見があった
り、問題を解くことには苦心しながらも、みんな楽しみながら
一生懸命に取り組んでいる様子がうかがえました。自分の力
で解けなかった時も、答を聞いて「なるほど！そうだったの
か！」といった驚きの体験こそが、貴重な機会となったこと
と思います。当日は時間がなくて紹介できなかった問題の中
からみなさんにも１問紹介します。ぜひ解いてみてください。

【問題】下にある９個のマスに、１～９までの数字を入れて、
たて・よこ・ななめの合計が同じになるようにしましょう。
Let's Try !

このようなものを「３方陣」
と呼びます。難しい人は、
「１～３までの数字を入れ
て、たて・よこ・ななめ全
て合計が６になる」ものか
ら始めて見ましょう。

おたすけ
パールソン

真ん中に入る
数字が何かが
ポイントだよ！

紙粘土で人形作り
１０月５日（土）は、「動きの一部
を切り取る」というテーマで、
紙粘土で自分の好きなキャラ
クターの人形を作ることに挑
戦しました。まず針金で骨組み

を作り、好きな動き（ポーズ）の形を組み立てます。そこに
紙粘土を貼り付けて形を整えながら、全体像を完成させ
ていきます。時間があれば紙やすりで表面をきれいにし、
色も付ける予定でしたが、参加した人たちはかなり複雑な
形状のものに挑戦していたため、そこにはたどり着くこと
ができなかったようです。しかし、細部まで観察しながら
立体を表現するという試みは、誰もが集中し、楽しみなが
ら作業ができ、充実感も十分感じられたようです。

ばりっ子チャレンジ教室 後期がＳＴＡＲＴ!!
１０月１９日（土）、後期のばりっ子チャレンジ教室がスタ

ートしました。各自で自分の目標設定（マイチャレンジ）を決
定し、その達成に向かって活動しています。

第３回（１１月１６日）には、紙ジェット機を作り、その飛
ばし方を考える活動です。ただし、
作る時も飛ばす時も、決められた
ルール

を守ることが一番のポイントです。
指示があるまで飛ばさないことや、
決められた順番やルートを守るこ
となどをしっかりできたようです。

できなかったことも、
直せたときにほめるこ
とで、子どもたちは自
信をつけていきます。

ハロウィーンランプ １０月１９日（土）は、大きなカボチャをカッ

ターナイフやスプーンで中身を切り抜き、中にろうそくを入れてラン
プを作りました。この大きなカボチャは、週末教育事業で講座を行っ
ている教育専門員の先生方が畑で作ったものです。あまりの大きさに

圧倒されながら、一生懸命掘っていました。カッターナイフ
を使うことに不慣れな人も多かったようです。

後期も前期と
同じく全８回
実施します。

図書館ボランティア子ども読書推進活動研修講座（全３回）が行われました。
９月・１０月・１１月に１回ずつ、講師に村上郁さんをお迎

えし、子ども読書推進講座が行われ、毎回多くの人が有意義な
時間を過ごしました。第１回と第２回では、昔話の語りや読み
聞かせ、絵本を見せながら読むことの紹介、そして本の選び方な
ど、丁寧に教えて下さいました。本は、自分が主人公となって追
体験となるようなものが良いというお話も印象
的でした。また、第３回では、実際に参加した
人たちが実際に語りや読み聞かせに挑戦すると
いった、盛りだくさんの講座となりました。輪になって語りを聴く様子

絵本を見せながら

週末教育事業
教育専門員より 作業が順調に進んだかどう

かや、問題が解けたかどう
かよりも、粘り強く最後まで、
できる限り自分の力でやり遂
げようとする姿勢が大切です。
その取り組み方こそが本当
の力になっていくのです。

・・・ みなさんの様子から

これを「非認知能力」または「ソフトスキル」と言い、

数字などでは計れない総合的人間力のことです。

これからの時代に重要視される力と言われています。


